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兵庫県では県内の若い世代の朝食欠食がなかなか改善されない状
況の中、朝食の摂取率を上げることを目指し、第４次兵庫県食育推
進計画の開始をきっかけにHYOGOアサ＠プロジェクトを立ち上げ
ました。
本プロジェクトは、「朝」という時間帯に着目したプロジェクトで

す。プロジェクトの趣旨に賛同する企業・団体と一緒に、朝食欠食だけでなく、早寝早起き・
良質な睡眠など、生活習慣改善の気付きの機会となるような様々な取組を実行しています。
また、従来から健康づくり部局が行ってきた子供たちへのアプローチのみならず、朝の時間

を気軽に楽しんで過ごせるようなコンテンツを企業と連携して作りながら課題の解決を図るこ
とをねらいとしています。
食は身近なテーマであり、企業の特色を生かした様々なアプローチが可能です。朝ごはんの

レシピブックの作成、ラジオ番組の放送や県立の農業高校と協働した若い世代向けの商品開発
等パートナー企業と県の関係課がアイディアを出し合い、プロジェクトを展開しています。
商品開発では、健康福祉事務所（保健所）の管理栄養士と連携し、朝食摂取の大切さ等の授

業を行い、自分たちが大人になった時を想像して、どういうものだったら食べられるのか等、
ターゲットとする層の気持ちになって商品を考えてもらいました。授業を踏まえて生徒自身が
思い描いた商品を、試作を重ねながら作っていきました。
また、米を食べることを推進する県のプロジェクト「おいしいごはんを食べよう県民運動」

との協働で兵庫県民農林漁業祭にブースを出展し、県内のスポーツチームの選手の朝ごはんを
紹介する動画の放映とパネルの展示を行いました。動画はSNSでも発信し、若い世代への関
心につなげています。朝ごはんに米を食べることをテーマとし、朝にしっかり食べることの大
切さを伝えました。
本プロジェクトのウェブサイトは、「朝を楽しむところから始めませんか。」というコンセプ

トのもと、ポップなデザインに仕上げています。多様性の時代において、前向きに、楽しんで
食べてもらえるよう、引き続き、関係者と連携しながら食育を推進していきます。

試作を重ねながら作った商品を説明する様子 スポーツチームの選手の朝ごはんを紹介する動画の放映と
パネルの展示
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